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第1146号  平成18年（2006年）11月1日

次の世代に“美しいふるさと”を渡そう

特 集第1146号  平成18年（2006年）11月1日

　　　 特別会計

対前年度比歳　出対前年度比歳　入会　計　別

９．５％１３１億９，０５８万円９．２％１３２億３，３１８万円国民健康保険特別会計

△１７．６％４３億６，１３２万円△１７．４％４４億２，４１２万円土地区画整理事業特別会計

△５．３％５３億１，６１７万円△７．８％５４億１，３４０万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

△１９．５％１４億２，９６３万円△１９．５％１４億２，９６３万円受託水道事業特別会計

△１．７％１０２億８，７８５万円△２．７％１０２億　３１４万円老 人 保 健 特 別 会 計

７．５％７３億３，６９６万円６．７％７３億８，２３４万円介 護 保 険 特 別 会 計

２．３％７４億３，５５９万円０．４％６５億９，４３５万円市 立 病 院 事 業 会 計

０．１％４９３億５，８１０万円△０．８％４８６億８，０１６万円合　　　計
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土
木
費
は
、
北
川
原
公
園
用
地
取
得

な
ど
に
よ
り
、
９
千　

万
円
の
増
と
な

６９２

り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
減
税
補
て
ん
債
の
償
還

額
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
４
億
５
千　
９８

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

 　

平
成　

年
度
の
特
別
会
計
は
、
歳
入

１７

総
額
が　

億
８
千　

万
円
で
前
年
度
比

４８６

１６

　

％
（
４
億　

万
円
）
の
減
、
歳
出
総

１．０

９３４

額
は　

億
５
千　

万
円
で
、
前
年
度
比

４９３

８１０

　

％
未
満
（
６
千　

万
円
）
の
微
増
と

０．１

７７０

な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
（
表
１
）

 　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

１７

は
、　

億
２
千　

万
円
で
前
年
度
比　

４９４

３００

８．２

％
（　

億
１
千　

万
円
）
減
、
歳
出
は

４４

９２７

　

億
６
千　

万
円
で
前
年
度
比　

・
８

４７４

８５５

１０

％
（　

億
４
千　

万
円
）
減
と
な
り
、

５７

２２８

差
引　

億
５
千　

万
円
を
平
成　

年
度

１９

４４５

１８

予
算
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

 　

歳
入
の
柱
と
な
る
市
税
に
つ
い
て

は
、
法
人
市
民
税
は
減
少
と
な
り
ま
し

た
が
、
景
気
の
回
復
基
調
及
び
税
制
改

正
な
ど
に
よ
り
個
人
市
民
税
が
増
加

し
、
市
税
全
体
で
は
昨
年
に
引
き
続
き

増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

歳
入
（
グ
ラ
フ
１
）

　

地
方
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど

の
減
に
よ
り
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交

付
税
が
２
年
連
続
で
不
交
付
と
な
り
ま

し
た
。

 　

総
務
費
は
、
人
件
費
、
積
立
金
の
減

な
ど
に
よ
り
、　

億
７
千　

万
円
の
減

１７

３２７

と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
等

の
扶
助
費
の
伸
び
な
ど
に
よ
り
、
４
億

７
千　

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

９０３

　

衛
生
費
は
、
ご
み
焼
却
施
設
延
命
化

対
策
修
繕
料
が
減
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
１
千　

万
円
の
減
と
な
り
ま

２４８

し
た
。 歳

出
（
グ
ラ
フ
２
）

市
有
財
産

市
有
財
産
（
表
３
）

（
表
３
）

　

市
債
と
は
、
単
年
度
予

算
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な

い
多
額
の
資
金
を
必
要
と

す
る
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
行
う
長
期
の
借
入
金

で
、
家
計
に
お
け
る
「
ロ

ー
ン
」
に
あ
た
り
ま
す
。

豊
か
な
市
民
生
活
を
支
え

る
た
め
に
必
要
な
も
の
で

す
が
、
残
高
が
大
き
く
な

る
と
、
将
来
の
世
代
に
負

担
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
野
市
で
は
、
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
人
件

費
・
扶
助
費
な
ど
の
よ
う
な
容

易
に
縮
減
で
き
な
い
固
定
的
な

経
費
に
、
市
税
な
ど
が
ど
の
程

度
使
わ
れ
て
い
る
か
を
示
す
指

標
で
す
。
財
政
の
弾
力
性
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
数
値
が

低
い
ほ
ど
新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
余
地
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
平
成　

年
度
の
日

１７

野
市
の
普
通
会
計
決
算
で
み
た

経
常
収
支
比
率
は　

・
８
％
で
、

８７

過
去　

年
間
で
２
番
目
に
低
い

１０

数
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
比
率
と
は
、
歳
出
総

額
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
を

示
し
ま
す
。
全
職
員
の
給
料
の

一
律
削
減
割
合
を
昨
年
度
の
２

％
か
ら　

％
に
変
更
し
ま
し
た

１．５

が
、
各
種
手
当
の
見
直
し
に
よ

り
、
昨
年
度
に
続
き　

％
台
に

２１

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
と
人
件
費
比
率

経
常
収
支
比
率
と
人
件
費
比
率

（
表
２
・
グ
ラ
フ
３
） 

（
グ
ラ
フ
４
）

●各会計別予算執行状況（平成１８年９月３０日現在）
執行率
（％）

支出済額
収入率
（％）

収入済額予算現額会　計　名

３８．０１９８億６，２６３万円４６．９２４５億４，１５１万円５２２億９，４８７万円一 般

３８．８５６億４，８６３万円３４．５５０億２，８８８万円１４５億６，７５９万円国民健康保険

 ４．７１億１，１１２万円１０．２２億４，２６９万円２３億８，８４８万円土地区画整理

３２．１１８億８，４１８万円３５．３２０億７，１９２万円５８億７，７２６万円下 水 道

２８．５３億９，５５７万円３３．９４億７，０６３万円１３億８，６６０万円受 託 水 道

４４．０４４億　５５５万円４２．６４２億５，８６６万円１００億　３０９万円老 人 保 健

４３．２３０億５，２９６万円４９．５３４億９，９１４万円７０億７，２１６万円介 護 保 険

��３２．１２５億２，６２４万円７８億６，３７６万円市立病院（収入）

３９．７３２億１，７７５万円��８０億９，８０３万円市立病院（支出）

※一般会計の予算現額には、繰越明許費を含む

市
債
の
状
況

市
債
の
状
況
（
グ
ラ
フ
５
）

（
グ
ラ
フ
５
）

　一般会計の当初予算は４８８億８千万円でしたが、３回の補正を行
い、２８億３，６３９万円増の５１７億１，６３９万円となりました。予算額に対
する収入率及び執行率は、下表のとおりです。

●補正予算による主要な事業

２億２，６００万円幹線市道Ⅰ－１６号線（通称：緑橋）・幹線市道Ⅰ－２０号線（栄町１丁目）築造

１億４，７２９万円（仮称）百草公園東緑地整備

２，６７５万円豊田地区センター建設工事ほか

２，５００万円（社）日野青い鳥用地費補助金

１，２００万円高齢者パワーリハビリテーション及びフォローアップ事業

１，１０１万円児童館・学童クラブなどへの非常通報装置・防犯カメラ等の設置

１，０７３万円（仮称）百草園駅前ミニ子育て応援施設開設

４７０万円児童・生徒用防犯ブザー（小・中学生全員配布）

経常収支比率

８８．２
多摩地区
類似団体の
平 均 値

７９．０武蔵野市

８５．４調 布 市

８７．２三 鷹 市

８７．３多 摩 市

８７．８日 野 市

８９．３西東京市

８９．８立 川 市

９３．３東村山市

９４．３小 平 市

　

基
金
と
は
、
将
来

に
備
え
た
積
立
金

で
、
家
計
に
お
け
る

「
預
貯
金
」
に
あ
た

り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
財
政
調
整
基
金

は
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
る
た
め
の

基
金
で
、　

年
度
末

１７

残
高
は
前
年
度
よ
り

約
４
億
５
千
万
円
増

の　

億
４
千
万
円
と

２２
な
り
ま
し
た
。

１５７万６７３８平方メートル土　　　　　地
３２万５５６５平方メートル建　　　　　物

２２億４，１７１万円財政調整基金

基　
　
　
　
　

金

１３億４，７３７万円公共施設建設基金
１５億３，９４５万円職員退職手当基金
１１億１，９５６万円環境緑化基金

１億円平和事業基金
４，９３２万円バリアフリー事業推進基金

６億７，０４４万円市民体育施設整備基金
１０億１，１５２万円学校施設整備基金
７億　９８８万円土地区画整理事業基金

１，０００万円国民健康保険高額療養費貸付基金

５００万円国民健康保険出産費資金貸付基金
２億２万円減債基金

０円介護給付費準備基金
１，４００万円新選組関連資料収集基金

０円ごみ処理施設整備基金
９０億１，８２７万円合　　　　　計

（平成１８年３月３１日現在）

歳入
４９４億２，３００万円４９４億２，３００万円

歳出
４７４億６，８５５万円４７４億６，８５５万円

民生費民生費
１９６億５，４７２万円１９６億５，４７２万円
（４１．４％）〈２．５％〉（４１．４％）〈２．５％〉

（　）内は構成比、〈　〉内は対前年度比

総務費総務費
６１億４，６６１万円６１億４，６６１万円

（１３．０％）〈△２２．４％〉（１３．０％）〈△２２．４％〉

教育費教育費
５６億９，２３７万円５６億９，２３７万円

（１２．０％）〈△０．１％〉（１２．０％）〈△０．１％〉

使用料及び手数料
１３億７，６１９万円
（２．８％）〈２．０％〉

地方消費税交付金
１７億５，０４５万円
（３．５％）〈△７．４％〉

３０億６，９４０万円
（６．２％）〈△６１．６％〉

市債

都支出金
４４億８，９２５万円
（９．１％）〈△２．８％〉

その他
７３億８，４９４万円
（１５．０％）〈３．９％〉

その他
１２億９，３２３万円
（２．７％）〈１８．９％〉

４５億１，４６０万円４５億１，４６０万円
（９．１％）〈１．０％〉（９．１％）〈１．０％〉

国庫支出金国庫支出金

市税市税
２６８億３，８１７万円２６８億３，８１７万円
（５４．３％）〈１．６％〉（５４．３％）〈１．６％〉

消防費
２１億２，８３０万円
（４．５％）〈△９．６％〉

公債費
３０億８，８４７万円　 
（６．５％）〈△５９．４％〉

衛生費
４２億８，８３４万円　
（９．０％）〈△０．３％〉

グラフ１

グラフ２

５１億７，６５１万円　
（１０．９％）〈１．９％〉

土木費

グラフ３

グラフ４

表２

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度上上上上上上上上上上上上上上上上半半半半半半半半半半半半半半半半期期期期期期期期期期期期期期期期予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算執執執執執執執執執執執執執執執執行行行行行行行行行行行行行行行行状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況平成１８年度上半期予算執行状況

バランスシート（普通会計）（平成１８年３月３１日現在）    （単位：億円）

貸　　方：資金の調達方法借　　方：資金の使い道

［負債の部］［資産の部］

464１ 固定負債合計1,519１ 有形固定資産合計
地方債（元金）のうち平成１８年
度以降に返済する必要がある金
額及び年度末に在籍している職
員が全員退職したと仮定した場
合の退職金の合計金額

市庁舎、保育園、公園、学校施
設、体育館などの土地・建物・
設備など

25２ 流動負債合計151２ 投資等合計
地方債（元金）のうち平成１７年
度中に返済する必要がある金額

財団法人等への出資金・貸付金、
特定目的に使用するために積み
立てた基金

489負債合計

66３ 流動資産合計 ［正味資産の部］
資産の合計額から負債の合計額
を引いた残額
（国庫支出金、都支出金、一般財源）

将来の資金不足に備えるための
基金、及び年度末までに支払っ
てもらえなかった税金など

1,247正味資産合計

1,736負債・正味資産合計1,736資産合計

　バランスシート（貸借対照表）
とは、ある一定の時点で保有す
るすべての資産、負債等の状況
を一つの表にしたものです。表
の「借方」は、市が所有する土

地や建物、預金や現金などの資
産を表しています。また「貸方」
は、借金である地方債などの負
債と正味資産（企業会計でいう
「資本」）を表しています。

将
来
の
世
代
に
残
る
財
産
等

今
ま
で
の
世
代
が

負
担
し
た
金
額

こ
れ
か
ら
の
世
代
が
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額

・学校耐震化

　三小と滝合小で校舎を、七生中で体育館
を耐震化しました。平成１９年度までに校舎
を、平成２０年度までに体育館を、全小・中
学校で耐震化を行います。

・市内安全パトロール・地域安全
安心モデル事業

　不審者・犯罪情報に基づく地点を重点的
にパトロールし、危険箇所の対応を行な
い、また自治会等による自主的な防犯活動
への補助金の交付を行いました。

安全で安心なまちづくり ……総額４億４千７２０万円１１１１１１１１１１１

・「さわやか健康体操」など日野人
四大運動事業の充実

　「さわやか健康体操」、「 楽 ・
らく

 楽 トレーニン
らく

グ体操」、「自立支援パワーリハビリテーシ
ョン」、「いきいきウオーキング」の会場、
開催数の増やトレーニングマシーンの充実
を図りました。

・１万人に１人の保健師配置（平
成１８年度達成）による地域の健
康アンテナづくり

　保健師を４人増員し、１３人体制で住民と
地区担当保健師との関係づくりを図るた
め、学習会などを通じてＰＲ活動を行いま
した。
・専門医による女性なんでも健康相談

「ひのっ子すくすくプラン」による子育て・
子育ち支援 　　　　　　……総額４８億９千３９１万円３３３３３３３３３３３

・乳幼児医療費助成の対象拡大

　所得制限がなく医療費の自己負担が無料
となる乳幼児の対象年齢を「４歳未満」か
ら「義務教育就学前」まで拡大しました。

・児童館・学童クラブを増設

　みなみだいら児童館ぷらねっと、ひの児
童館万願寺分館、三沢学童クラブを新たに

市民サービス向上とさらなる行財政改革
……総額５億６千３７６万円４４４４４４４４４４４

自然と人が共生するまちづくり
……総額７億８６１万円５５５５５５５５５５５

・万蔵院台緑地（百草）取得

　万蔵院台緑地の用地取得を完了し、貴重
な環境資源である緑地、里山の保全を実現
しました。

・環境情報センターかわせみ館の
開設

　環境に関する情報を収集、整理、分析し、
広く市民で共有するとともに、環境講座の

・校内緊急通報システムを全小・中学校に
設置

・防犯カメラシステムを全中学校に設置
・「ひのっ子安全パトロール」及びスクール
ガードボランティアによる見守りを実施

・洪水ハザードマップ（危険予測地図）を
作成、全戸に配布

・自動体外式除細動器（ＡＥＤ）１２８台を
公共施設や庁舎、民間の高齢者施設など
に設置

・ワンストップサービス（総合窓
口化）

　できるだけ一つの窓口でさまざまな手続
きが済ませるよう、市役所１階の市民窓口
課で固定資産税・都市計画税の各証明書、
転入や出生の手続きに伴う国民健康保険証
の発行を開始しました。

・コンビニエンスストアで納税

　利便性の向上のため、コンビニでの軽自
動車税の収納を開始しました。今後も他の
市税への導入を推進していきます。
・行政の簡素化・効率化推進のため、行政
評価システムを導入

・市職員数を４９人削減し、人件費を抑制

日野市バランスシートを作成日野市バランスシートを作成

表１

表３ グラフ５

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度平成１７年度
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ををををををををををををををををををををををををを公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表決算を公表

　平成１７年度の決算は、厳しい財政状況の中、国の三位一体改革の動向を見据え
つつ行財政改革遂行型の予算を編成し、経費縮減を図りながら「日野いいプラン
２０１０事業」を中心に事業を展開してきました。特に�安全で安心なまちづくり�
「日野人げんき！」プランによる健康増進支援と高齢者支援の充実�「ひのっ子
すくすくプラン」による子育て・子育ち支援�市民サービス向上とさらなる行財
政改革�自然と人が共生するまちづくりの５つを重点に取り組みました。広報今
号では、その概要をお知らせします。　 　　　　　　　　　　　　　　（財政課）

「 日  野  人 げんき！」プランによる健康増進支援と
ひ の びと

高齢者支援の充実 　　　……総額１４億２千６４３万円２２２２２２２２２２２
・特別養護老人ホームの建設に補助金を交
付（特別養護老人ホームあすなろほか）

・高齢者見守り支援ネットワークの構築へ
向けた取り組み

開設しました。また、四小学童クラブ、二
小学童クラブでは、改修工事を行い定員を
拡大しました。

・次世代育成型子育てひろば「あかいやね」
を開設

・民間保育園の開設助成（しせい太陽の子
保育園など）

・日本一の学校ＩＣＴ教育を目指し、モデ
ル校２校で校内ＬＡＮ等の基盤整備を実
施

開催や環境市民団体への支援を行いまし
た。

・ごみ焼却炉の延命化対策を実施
・北川原公園、新井わかたけ公園の用地を
取得

・日野用水、向島用水親水路の整備工事を
実施


